
みやぎ復興
官民連携
フォーラム

東日本大震災10年目の今、
復興をきっかけに生まれた「連携」の姿とその将来像を考える
宮城県では東日本大震災から今までに数多くの「連携」による取組が生まれてきました。

復旧、復興、そして地域創生へと紡いできた「連携」を未来につなげるため、
分野ごとの先導的な取組に焦点を当てて振り返り、

現在進行形の復興や今後の災害対応に活かせるノウハウを共有し、将来像を考えていきます。

申込方法 https://forms.gle/1ZZq8sy7PWfZM5aX9
上記URLもしくはQRコードから、 11/13（金）18:00まで にお申込みください

※申込フォームにアクセスできない場合は
事務局（JP_Cons_New-Tohoku@pwc.com）宛にメールで
【所属団体名／氏名／メールアドレス／場所(会場orオンライン)】をお送りください

14:00～ 開会挨拶・趣旨説明
14:05～ 基調講演

「東北大学復興アクションの軌跡と未来～宮城県内における連携活動を中心として～」
14:55～ 分科会

●被災者支援 「広域支援団体連携推進について」
●産業復興支援 「パートナーシップによる産業の創造的復興に向けて」
●まちづくり 「持続可能な防災まちづくり」

16:50～ 総括（分科会3分野の結果発表）
17:20～ 閉会挨拶

プログラム（予定） テーマ詳細や登壇者は
裏面をご覧ください

主催：「新しい東北」官民連携推進協議会
[構成団体] 復興庁／宮城県／東北大学／七十七銀行／

みやぎ連携復興センター／中小企業基盤整備機構東北本部
[事務局] PwCコンサルティング合同会社（E-mail: JP_Cons_New-Tohoku@pwc.com）

新しい東北 協議会 検索
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みやぎ復興 官民連携フォーラム
東日本大震災10年目の今、

復興をきっかけに生まれた「連携」の姿とその将来像を考える

※ 会場では新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、席の間隔を十分に取り消毒や検温を実施するとともに、来場者の人数制限と
事前把握を行います。ご協力のほどよろしくお願いいたします。また、状況によってはオンラインのみでの開催に変更する可能性がござい
ます。その場合、申込時のメールアドレス宛に改めてお知らせいたしますので、ご容赦くださいませ。

県域の広域支援団体のネットワークの１つである「みやぎ広域支援団体連携担当者会議（みこし連）」を
通して、被災者支援に係わるNPO団体等の活動を支えた広域支援団体の役割や今後の展望を検討します
【参加者】
 宮城県サポートセンター支援事務所 真壁さおり 氏 ※ファシリテーター兼任
 宮城県社会福祉協議会（震災復興支援室） 北川進 氏
 宮城県社会福祉協議会（みやぎボランティア総合センター）稲邊康宏 氏
 東日本大震災支援全国ネットワーク 宮城地域担当 三浦隆一 氏
 せんだい・みやぎNPOセンター 青木ユカリ 氏
 地星社 布田剛 氏
 みやぎ連携復興センター 木村正樹 氏
 みやぎ連携復興センター 石塚直樹 氏

被災者支援
(グループワーク) 「広域支援団体連携推進について」 オンラインのみ

官民・民民の連携による産業復興に最前線で取組んできた４名に取組概要・成果、今後の課題、目指す
姿等をお話しいただくとともに、参加者と意見を交わしながら、みやぎの産業復興の今後を考えます
【コーディネーター】
東北大学 大学院経済学研究科 教授 福嶋路 氏

【パネリスト】
 NEC 東京オリンピック・パラリンピック推進本部 集まろうぜ。グループ 部長 山本啓一朗 氏
 (一社)フィッシャーマンジャパン 松本裕也 氏
 (株)MAKOTO 代表取締役 竹井智宏 氏
 南三陸ホテル観洋 女将 阿部憲子 氏

震災の教訓をもとに地域全体で自主防災活動に取り組む地域は、コミュニティ形成にもつながっています。
各地区の活動とノウハウを共有するとともに、持続可能なまちづくりや連携のあり方について考えていきます
【ファシリテーター】
東北大学 災害科学国際研究所 准教授 佐藤翔輔 氏

【参加者、オブザーバー】
 気仙沼市鹿折地区（鹿折まちづくり協議会／鹿折地区自治連絡協議会／気仙沼市）
 石巻市のぞみ野地区（石巻じちれん／新蛇田第一集会所運営委員会／石巻市／石巻市社会福祉協議会）
 名取市閖上地区（閖上中央町内会／尚絅学院大学／名取市サポートセンター／名取市）

まちづくり
（グループワーク） 「持続可能な防災まちづくり」 オンラインのみ

被災地に所在する唯一の総合大学として、東北大学が震災以降、
地域とともに取り組んできた様々な復興支援活動について、宮城県内における事例を
中心にご紹介するとともに、そこから見えてきた地域連携の意義や未来についてお話しします

東北大学復興アクションの軌跡と未来
～宮城県内における連携活動を中心として～

東北大学 理事・副学長(社会連携・震災復興推進担当)原 信義 氏

「 」

「被災者支援」・「産業復興支援」・「まちづくり」の3分野に関する議論を同時に開催します分科会
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産業復興支援
(パネルディスカッション) 「パートナーシップによる産業の創造的復興に向けて」
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